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一般質問と答弁  要旨
区政のここが聞きたい

●詳細は、目黒区議会会議録または区議会ホームページの会議録検索をご覧ください。

＜2020年オリンピック・パラリンピッ
クに向けて＞
（1）区のイベント等へのオリンピアンや
パラリンピアンの参加を働きかけ、大会
前後のレガシー（※1）と区民の健康増進
を推進せよ。（2）練習会場候補施設の一
つである中央体育館は、老朽化が著しく
バリアフリーにもなっていない。パラリ
ンピックの競技場となることも視野に入
れ、速急にバリアフリー化せよ。（3）老朽
化が著しい砧野球場・サッカー場の管理
事務所を早急に改築せよ。（4）世界一の
おもてなしを目指して、観光案内標識周

辺のWi-Fi（※2）アンテナの整備を進め、
多言語対応の区施設案内板を導入せよ。
区長　（1）今年度は、各種イベントでオ
リンピック･パラリンピックの歴史や競
技紹介の写真パネル展示を行うほか、パ
ラリンピック競技の体験教室や講演な
ど、都補助を最大限活用して取り組む。
（2）バリアフリー化は必要であるが、財
源確保が大きな課題である。区有施設の
見直し検討状況やオリンピック･パラリ
ンピックに係る財源対応の明確化を見通
しながら判断していく。（3）都補助金の
活用方法も含め、区有施設の見直し検討

状況を踏まえながら、引き続き検討して
いく。（4）国･都の整備補助制度を十分活
用し、広く検討を進める。
＜使用済簡易トイレ等ごみの収集・処理＞
災害発生後、区民が在宅での避難生活で
使用した簡易トイレやその他のごみを、
直ちに収集･処理できる体制を確保せよ。
区長　清掃工場の稼働状況や道路の状況
を勘案し、収集可能なエリアから対応す
るが、区民の健康に影響のあるし尿など
の収集･処理を最優先に行うことになっ
ている。
＜第四中学校跡地の活用＞
足の弱った高齢者や外出の苦手な男性な
ど、地域の高齢者が集えるコミュニティ
ー活動の拠点を設置せよ。
区長　敷地は約８千平方メートルあり、
非常に貴重な用地である。区民からのア
イデアや懇話会の意見などを十分踏ま
え、指摘も含めて跡地活用について取り

まとめていく。
＜公園の看板･サイン＞
公園に設置されている看板やサイン類の
配色や文章に、統一感を持たせるなど工
夫をせよ。
区長　字体や色使いに一定のルールを設
け、ピクトグラム（※3）を併記するなど
分かりやすい表示に努める。様々な看板
などが乱立している公園等は、表記内容
の精査･整理に取り組む。

【用語解説】
※1　  レガシー：開催予定都市で施設等整備や

スポーツ振興等が図られることで、生活の
利便性が高まるなど暮らしに様々な影響
が出る。こうしたオリンピック開催を契機と
して社会に生み出される持続的な効果。

※2　  Wi-Fi：パソコン、スマートフォンなどを無
線でインターネットに接続するための電
波中継機。

※3　  ピクトグラム：物事や行動、概念などを一
目で理解しやすいように単純化したイラス
トの総称。

高齢者･障がい者･子ども、
全ての区民が笑顔で元気に！

自由民主党目黒区議団　佐藤 昇　議員

＜健康めぐろ21＞
（1）健康めぐろ21の大目標として、健康
寿命（※1）の延長を掲げている。区民の
健康寿命の状況と平均寿命との差につい
て伺う。（2）重点施策である食育推進と
メタボリックシンドローム（※2）対策の
成果、それを踏まえた健康寿命の延伸に
向けた区独自施策の検討について伺う。
（3）区民の健康づくりには、関係課、関係
機関や団体との連携が重要である。今ま
で以上に連携を深めてほしいが、いかが
か。

区長　（1）平成25年の本区の65歳健康寿
命は、男性が82.91歳、女性が85.49歳。23
区で男性３位、女性７位である。男性は
平均寿命を上回り、女性は下回っている。
（2）食育レシピ本、「坂道ウォーキングの
すすめ」等の普及啓発で、認知度が高まっ
ている。今後は、メタボリックシンドロ
ーム対策を充実し、ロコモティブシンド
ローム（※3）に対する取組みを行ってい
く。（3）関係機関や団体等との連携協力
を一層深め、区民の健康の保持増進と健
康寿命の延伸に取り組んでいく。

＜公道でのマラソン大会＞
（1）区で初の公道マラソン大会実施に当
たり、様々な課題があると思うが、他自治
体の実施状況等を調査する中で、どのよ
うな課題があると考えているか。（2）当日
は、参加者、ボランティア、応援するかた
など、多数の人が集まる。医療、交通対策
など、あらゆる面からの安全対策に万全
を期す必要があるが、どのように取り組
むのか。（3）コースの公道は、多くの車が
通る。当日の混乱を避けるためには、交通
管理者と連携した事前周知が必要だが、
周知の時期や内容･方法について伺う。
区長　（1）最重要課題は、無事に実施す
るための十分な安全対策である。大会運
営には、多額の費用と多くのスタッフが
必要であり、区民と一体になった大会作
りも重要と考えている。（2）具体的な安
全対策は、今後実行委員会で検討してい

くが、車両通行帯との分離方法、救護所等
の医療体制、警備体制、連絡体制などの検
討が重要である。先行自治体の状況を十
分調査し、大会が継続して実施できるよ
う取り組む。（3）交通規制については、大
会半年前のランナー募集開始にあわせ、
早めに周知していく必要がある。区報･
ホームページのほか、チラシ、駅･電車･
バスなどでの周知を考えている。

【用語解説】
※1　  健康寿命：健康上の問題で日常生活が制

限されることなく生活できる期間。
※2　  メタボリックシンドローム：内臓脂肪の蓄

積を共通基盤として、高血圧、脂質異常、
高血糖などの代謝機能障害を複数合併す
る症候群のこと。

※3　  ロコモティブシンドローム：運動器官の障
害によって日常生活で人や道具の助けが
必要な状態、またはその一歩手前の状
態。

健康寿命を平均寿命に近づけ、
だれもが元気なまちに！

民主党目黒区議団　青木 早苗　議員

＜スポーツ振興＞
（1）「スポーツ推進計画」の策定につい
て、取組み状況と今後の施策について伺
う。（2）スポーツ施設の整備拡充につい
て、（ア）区立のスポーツ施設は「耐震化や
老朽化対策」が課題であり、バリアフリー
化が十分でない。スポーツ環境の整備に
ついて伺う。（イ）スポーツ庁が本格始動
する。国･都の制度や助成金を積極的に
活用し、計画的な整備をはかるべきと考

えるが区の見解を伺う。（3）次世代育成
支援について、オリンピック･パラリン
ピック開催を見据え、区内の次代を担う
子どもたちへ「次世代育成支援策」を検討
できないか伺う。
区長　（1）スポーツ推進計画懇話会から
の意見書をもとに素案を取りまとめ、本
年度中に策定予定である。関係団体等と
の連携･協力を通じ、各種施策を効果的
かつ効率的に推進する。（2）（ア）区有施

設の見直し検討状況やオリンピック･パ
ラリンピックに係る財源対応の明確化を
見通しながら判断する。（イ）施設整備に
関する都・区の経費負担が明確になって
いないため、特別区長会で都への要望を
まとめるなどの対応をしている。国･都
の補助制度を活用できるよう、今後も情
報収集に努める。（3）身近な場所でレベ
ルの高い競技の観戦、アスリートと交流
できる機会を設けるなどの具体的取組み
に向け、関係団体等の意見を聞きながら
検討する。
＜教育環境の充実＞
（1）いじめ問題など教育現場の課題に長
と教育委員会が連携し対応するため、総
合教育会議が設置されたが、区の進捗と
今後の取組みについて伺う。（2）熱中症

対策について、（ア）学校管理下における
熱中症対策は重要と考えるが、区の見解
を伺う。（イ）簡易ミストシャワーやテン
トの利用、「冷水機」の設置を検討できな
いか伺う。
区長　（1）教育に関する大綱策定の意見
交換のほか、会議の臨時的開催について
決定した。今後も教育委員会と積極的に
議論し、問題意識の共有を図り、区の教育
の充実と発展に取り組んでいく。
教育長　（2）（ア）緊急搬送が発生してい
ることを踏まえ、各学校･園への注意喚
起を引き続き行い、事故が起きないよう、
予防に向けた取組みのより一層の徹底を
図る。（イ）指摘も踏まえながら、今後さら
に検討を進めていく。

スポーツ文化の発展と
教育環境の充実をはかれ！

公明党目黒区議団　山宮 きよたか　議員

＜憲法と平和問題＞
戦争法と言われる安全保障法案が、憲法
違反の危険な法律であることが明らかに
なり国民の多くが反対している。「目黒区
平和都市宣言」の立場から区長は「憲法９
条を擁護する」と表明すべきであり、区長
の考えを問う。
区長　日本国憲法第99条で、全ての公務
員に憲法を尊重し擁護する義務が課せら
れている。自治体の長として、憲法を尊重
し、擁護することは当然であり、改めて表
明する考えは持っていないが、今後も人

権と平和を尊重する区政を進めていく。
＜社会保障の改悪･負担増＞
安倍政権の医療･介護の負担増･サービ
スカットから区民の命と暮らしを守るた
めに最優先課題の一つとして対策を講じ
るべきである。（1）目黒区国民健康保険
料が高すぎると思うがどうか。引き下げ
るための一般会計からの繰入れは法的に
可能か。（2）後期高齢者医療の軽減特別
措置の廃止が示され、影響が大きい。国
に制度存続を働きかけよ。青天井に上が
る保険料引下げのために都と協力して支

援せよ。（3）「目黒区高齢者のすこやか福
祉基本条例」を制定し、「医療･介護の高
齢者応援手当」を創設せよ。介護保険で使
えない在宅サービスを補完する区独自の
ホームヘルプ制度を充実せよ。
区長　（1）被保険者ごとに、減額、免除、
生活保護などの軽減があり、負担感を一
律に評価することは適当でない。国民健
康保険は保険料と公費等で運営するも
ので、保険料への法定外繰入は極力抑え
るべきであるが、それぞれの自治体の判
断で繰入が行われている。制度改革の検
討の中でも、法定外繰入の縮減が課題と
なっているが、法律上禁止されているも
のではない。（2）全国市長会を通して、重
点提言として「保険料の上昇を抑制する
措置を引き続き継続するとともに、国の
責任において十分な財政措置を講じるこ
と。」を国に要望している。（3）区は、「福

祉都市宣言」「健康都市宣言」を行ってお
り、また、高齢者施策は、保健医療福祉計
画や第６期介護保険事業計画などに基づ
き総合的に実施している。現時点では、条
例制定が必要であるとの認識はない。
＜老人いこいの家の建て替えと有効活用＞
単独施設の老人いこいの家は、老朽化し
ているものが多い。介護施設や高齢者福
祉住宅、子育て施設などとの合築で、老朽
化した施設の建て替えを促進すべきと思
うがどうか。
区長　単独の老人いこいの家のうち老朽
化が進んでいる４施設は、敷地が狭いこ
となどから、建て替えを行う場合、バリア
フリー化や他施設との複合化も難しい。
「区有施設見直し方針」に掲げる多機能
化、集約化、複合化などを含め検討してい
く。

平和憲法の擁護を
社会保障改悪から区民生活を守れ

日本共産党目黒区議団　星見 てい子　議員

＜区有施設の見直し＞
区有施設の見直しは、持続可能な財政実
現に欠かせない。超長期の課題を「区有施
設見直し方針」に沿って確実に進めるた
めには、専門機関によるチェックが必要
である。常設の専門会議体を設置し定期
的なセルフチェックを行い、その上で委
員会等での議員によるダブルチェック、
さらに、適時有識者の評価も受けるとい
う３段構えの体制で、着実に進めてもら

いたいがいかがか。
区長　現在行っている長寿命化に向けた
耐震･耐久性の調査を踏まえて、今後、計
画を策定していく。その中で専管組織や
進行管理等の問題が出てくるので、今は
まだ専管組織について議論する段階では
ない。また、セルフチェック機関が必要と
の指摘は大変重要である。今後、計画を改
定していく中で、組織体や進行管理、チェ
ック方法等を具体的化することになるの

で、指摘を念頭において検討していきた
い。
＜マイナンバー制度＞
（1）マイナンバー制度の採算は番号カー
ドの普及率にかかっている。マイナンバ
ー制度の導入に当たって、区では10億円
規模のシステム改修のほか、各種証明書
のコンビニ交付を開始する。これが普及
すれば、窓口事務の負担が軽減し、今後の
人口減を見据えた行政サービスのコンパ
クト化も期待できる。普及率５パーセン
トに終わった住基カードの二の舞となら
ないよう、区報や区ホームページでの周
知に加え、庁舎内に設置されているテレ
ビモニター等でもスライドを流してはど
うか。（2）情報管理の安全性には不安が
残る。区で保有する個人情報の安全管理

対策について伺う。
区長　（1）国のDVDは、約13分の中に、マ
イナンバー関する様々な情報が盛り込ま
れている。これをさらに数分のスライド
にした場合、区民がどれだけ理解できる
か疑問である。しかし、制度の円滑な運用
と利便性の実感のためには、制度に対す
る理解を深めてもらうことが重要であ
ることから、スライド等も含め可能な方
法を検討していく。（2）安全管理につい
ては、従来の安全管理対策に加え、新たに
「特定個人情報の保護に関する条例」等を
制定し、個人情報の保護、情報セキュリテ
ィ対策の徹底･強化に力を注いでいく。

子供にツケをまわさない、
持続可能な財政を！　

維新の党・無所属目黒区議団　山本ひろこ　議員

＜投票率向上のための具体策＞
区議会議員選挙、区長選挙において、低投
票率が続いている。
投票率向上に向け、広報･啓発に加えさ
らなる創意工夫が必要と考える。ある自
治体ではスーパーマーケットに投票所を
設置し、気軽に足を運べる環境を整えて
いる。忙しい働く世代の投票率を上げる
良い施策だと思うが、参考にできないか。
選挙管理委員会事務局長　商業施設への
投票所設置については、いずれの選挙で

も場所を確保できるかに加えて、広さや
バリアフリー、システム環境、経費負担等
の課題がある。最近では期日前投票所で
の投票数が伸びていることから、経費負
担も考慮し、その充実について可能な方
策を検討していく。
＜3R推進状況及び2Rの具体策＞
平成25年、区のリサイクル率は、微減し
つつも27.6パーセントと23区の中でト
ップクラスである。しかし、リサイクルは
再資源化に多大な費用とエネルギーがか

かる。そこで、3R（※1）の中でも環境負
荷の少ない2R（※2）をいかに推進して
いくのか伺う。
区長　容器包装プラスチックの資源化に
より、リサイクル率は27パーセント台を
推移している。2Rの例としてレジ袋有料
化を挙げられたが、平成25年度の目黒区
のマイバッグ持参率は78.4パーセントに
達しており、レジ袋有料化により即効果
があるかどうかは分からない。廃棄物減
量等推進審議会（※3）からも2Rを積極的
に進めるよう言われているので、しっか
り取り組んでいく。
＜乳幼児健診の土日の実施＞
子育て世代のかたに、目黒区は子育てに
優しくないイメージがあると言われ、現
状を何とかしたい。
子育て支援の一つとして、平日のみ実施

している４カ月と３歳の健診を、土日に
も実施することについてどのように考え
ているか。
区長　直営の母子健診事業では、医師、歯
科医師等を臨時的に雇用している。委託
した場合、行政の専門職と直接かかわる
機会が失われること、委託先で直営と同
等以上のスタッフと健診の質の確保が厳
しいため、全ての乳幼児健診を土日に実
施することは困難である。

【用語解説】
※1　  3R（スリーアール）：リデュース（Reduce：

排出抑制）、リユース（Reuse：再使用）、リ
サイクル（Recycle：再生利用）の総称。

※2　  2R（ツーアール）：3Rのうち、リサイクル
に比べて優先順位が高いリデュース、リ
ユースのこと。

※3　  廃棄物減量等推進審議会: 廃棄物の適正
な処理及び再利用の促進を図るため設置
された、区長の付属機関。

次世代の自治体を創る
創意工夫と具体策を！
未来倶楽部・生活者ネットワーク　たぞえ 麻友　議員

　請願・陳情は区政に関する事柄等について、区民の皆さんが直接、区議会に要望できる制度です。

　請願には議員の紹介が必要です。議員の紹介がない場合は陳情となりますが、目黒区議会では請願と同様に処理いたします。

　受付は常時行っていますが、定例会の会期中の委員会で審査するために、事務の手続き上、会期の約１週間前（区役所が休みの日を除く）までに提出していただいて

います。この締切日は、めぐろ区議会だより・めぐろ区報・目黒区議会ホームページでお知らせしています。

　請願・陳情は直接提出していただくこととしています。郵送によるものは原則として審査を行いません。

　平成27年第４回定例会で新たに請願・陳情の審査を希望される場合は、11月12日（木）正午までに提出してください。

＜問い合わせ＞区議会事務局議事・調査係　☎03-5722-9414

請願・陳情の受付についてお知らせします


